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解答・解説　はんたいの ことば（2年・ごく）

問1　ア
もん

二つ目の だんらくに「『行く』と『帰る』」と 書いて あります。「立つ」と「すわる」、「あける」と「しめる」も はんたいの ペアですが、「帰る」の はんたいでは ありませ
ふた め い かえ か た かえ

ん。

問2　ウ
もん

はじめの だんらくに「『大きい』と『小さい』」が あり、つづけて「どれも、ものの ようすを あらわす ことばです」と 書いて あります。うごきを あらわす ことばの ペア
おお ちい か

は、二つ目の だんらくの「あける」と「しめる」などです。
ふた め

問3　みじかい
もん

四つ目の だんらくに「『長い』と『みじかい』」と 書いて あります。
よっ め なが か

問4　（れい）ようすや 気もちを くわしく つたえられる。
もん き

三つ目の だんらくに「ようすや 気もちを くわしく つたえられるように なります」と 書いて あります。ようすや 気もちを くわしく つたえられる ことが 書けて いれば 〇
みっ め き か き か

です。
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